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本学で進められている先進的バイオマス研究について、
愉しんでいただけたでしょうか。バイオマスは単に自然由
来のエコな素材というだけでなく、医薬品や化学品、機能
性材料、知能デバイスといった異分野融合に基づく高付加
価値化が一つの重要な研究トレンドであることが読み取れ
ます。そして本特集の 5件の研究は、いずれも研究者の経
験と専門的理解に基づく優れた疑問や意表を突く着想と、
地道な検証作業の上に切り拓かれた研究成果であることが
わかっていただけると思います。
実験系の研究現場では、実にアナログな試行錯誤を通し

て未知と対峙しています。特に異分野を連携するような萌
芽的な研究では、実際に手を動かして実験をしてみなけれ
ば本当に何もわかりません。「失敗は成功の母」と言うよ
うに、ネガティブデータと思える結果からも意外な気づき
が得られることがあります。議論や実験をできるだけ有意
義なものにするため、対象の材料を身体の一部とするよう
に五感を総動員して理解しようとしますし、わからない事
が何かをわかることで次の扉が見えてくるでしょう。その
繰り返しである生きた智慧やノウハウの蓄積の上に、初め
て新しい知識（学術論文・特許技術・教科書など）が生ま
れてくるのだと思います。
そして、「技術は人なり」。世界初の写真電送装置ファク

シミリを発明された丹羽保次郎先生の言葉です。書籍『技
術は人なり。―丹羽保次郎の技術論』（東京電機大学出版
局）の中でも、「技術には技術をつくった人の人柄が自ず
とあらわれる。従って、技術者は常に人格の陶冶を必要と
する」と述べられています。まさに正鵠を射る指摘であり、
研究者としても肝に銘じたい金言であると感じます。同時
に、材料科学においても研究者の「らしさ」が自ずと浮か
び上がってくることに気づかされます。コンピュータによ
る解析技術がいかに発達しようとも、生みだされる材料や
機能には、医療や社会の要請に応えようとする研究者の個
性や理想・憧れが匂い立ってくるのだと思います。
デジタル化されて目に触れやすい知識の部分ばかりが注

目されがちな研究活動ですが、その裏側は常に人間的な泥
くさいアナログの力に支えられています。研究とは「泥中
之蓮」を体現していると思う所以です。

〔上谷 幸治郎：工学部〕
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